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新庄・最上定住自立圏共
生ビジョンを策定しました
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新
庄
市
に
お
い
て
、
昨
年
2
月
に
定
住

自
立
圏
構
想
に
基
づ
く
「
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
、
同
6
月
に
は
、
金
山
町
、
最
上

町
、
舟
形
町
、
大
蔵
村
、
鮭
川
村
、
戸
沢

村
と
そ
れ
ぞ
れ
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

本
年
3
月
に
は
、
8
市
町
村
で
の
協
議

に
よ
り
、
圏
域
の
将
来
像
や
具
体
的
な
取

組
を
ま
と
め
た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
圏
域
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
定
住
に
必
要
な
都
市
機
能

の
整
備
・
提
供
、
生
活
機
能
の
確
保
・
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
振
興
策
に
取
り
組
み
、
圏
域
の
活

性
化
と
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力

あ
る
圏
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
中

心
市
と
隣
接
市
町
村
と
が
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
「
定
住
自
立
圏
」
に
お
い
て
、
人
口

定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
圏
域

が
目
指
す
将
来
像
及
び
そ
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
具
体
的
取
組
等
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　

期
間
は
5
年
間
と
な
り

ま
す
が
、
毎
年
度
所
要
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

最
上
8
市
町
村
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
最
上
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
を
設
置

し
、
ゴ
ミ
処
理
を
共
同
で

行
う
な
ど
、
広
域
的
課
題

に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
近
年
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
、
圏
域
に
共
通

す
る
課
題
が
多
様
化
し
て
お
り
、
今
以
上

に
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

定
住
自
立
圏
構
想
に
よ
る
新
庄
最
上
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
連
携
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
連
携

事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

看
護
師
養
成

機
関
の
設
置

に
向
け
た
事

業
な
ど
、
圏

域
に
必
要
と

さ
れ
る
新
た

な
取
組
を
順

次
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

政
策
分
野
ご
と
の
主
な
連
携
事
業

政
策
分
野
１　

生
活
機
能
の
強
化

①
医
療
…
看
護
師
養
成
機
関
の
設
置
検

討
事
業
、
夜
間
休
日
診
療
所
運
営
事

業
②
福
祉
…
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

わ
ら
す
こ
広
場
の
広
域
利
用

③
教
育
…
特
別
支
援
教
育
指
導
者
の
合

同
研
修
事
業
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

演
劇
・
音
楽
等
合
同
鑑
賞
事
業

④
産
業
振
興
…
最
上
広
域
観
光
事
業
、

地
域
農
産
品
販
売
促
進
事
業

⑤
生
活
環
境
…
火
葬
場
の
共
同
管
理
検

討
事
業
、
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化

検
討
事
業

政
策
分
野
２　

結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化

①
地
域
公
共
交
通
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
等
の
運
行
事
業

②
道
路
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…

道
路
除
雪
の
路
線
交
換
、
代
行
除
雪

③
交
流
・
移
住
促
進
…
結
婚
活
動
支
援

事
業
、「
空
き
地
・
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
」
の
構
築
事
業

政
策
分
野
３　

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
強
化

①
圏
域
内
市
町
村
職
員
の
交
流
等
…
職

員
合
同
研
修
事
業

②
情
報
の
共
有
・
発
信
…
統
一
テ
ー
マ

に
よ
る
広
報
事
業

•18歳以下の子どもが３人以上いる世帯のうち、第３子以降の子どもの保育料は無料となります。
　※１階層から４−１階層に該当する世帯は、「18歳以下」の年齢制限を設けない。
•兄弟で同時入所の場合、２人目は半額。
　※１階層から４−１階層に該当する世帯は、「同時入所」の制限を設けない。

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 利用者負担の額
階層
区分 定　　　　義

３歳児未満児 ３歳以上児
保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間

1 生活保護法世帯等 0円 0円 0円 0円
2 １階層を除き、当該年度分の市町村民税非課税世帯 5,600円 5,600円 4,200円 4,200円

3 １階層を除き、当該年度分の市町村民税課税世帯のう
ち、均等割の額のみ課税世帯 10,100円 9,900円 8,700円 8,500円

4 -1 １階層及び２階層を
除き、当該年度分の
市町村民税課税世
帯であって、その所
得割の額が次の区
分に該当する世帯

57,700円未満
11,900円 11,700円 9,800円 9,600円

4 -2 57,700円以上97,000円未満
5 97,000円以上210,000円未満 17,600円 17,300円 14,400円 14,100円
6 210,000円以上341,000円未満 20,000円 19,600円 16,800円 16,500円
7 341,000円以上 24,000円 23,600円 20,000円 19,600円

•下記の表に該当する世帯は第2子以降の子どもの保育料は無料となります。
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 利用者負担の額

階層
区分 定　　　　義

３歳児未満児 ３歳以上児
保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間

2 市町村民税非課税世帯 0円 0円 0円 0円
3 均等割の額のみ課税世帯 3,750円 3,700円 3,250円 3,200円
4 市町村民税所得割課税世帯 77,101円未満 5,900円 5,800円 4,900円 4,800円

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 2 月 3 月
前年度の村民税額に基づく保育料 当年度の村民税額に基づく保育料

　月の全期間を通じて保育の実施をした場合

　保護者の申請に基づき、生活保護法に定める要保護者等特に困窮していると村長が認めた世帯

　保育料の切り換え時期は毎年9月です。

平成28年度の保育料についてお知らせします
多子世帯及びひとり親世帯のうち、低所得者世帯の負担軽減を図りました

最上地区広域連合第１期保健事業実施計画を策定しました

■各種分析からの課題
　１、医　療　費　か　ら　の　分　析　医療費は年々増加しており、特に入院分の医療費が増加している等
　２、特定健康診査及びその結果からの分析　肥満者と高血圧有病者の割合が高い等
　３、保　険　事　業　か　ら　の　分　析　事業に参加する人が固定化し、新規参加者が少ない等
　４、後 発 医 薬 品 利 用 割 合 か ら の 分 析　後発医薬品利用割合が県内平均より低い等

課題解決のために、次の目標を掲げ　　➡　　効果的な保険事業を実施していきます

① 生活習慣病の予防と生活習慣の改善 … 特定健康診査受診者のうち、高血圧有病者の割合を２％（H26：52.5％→H29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：50.5％）減少させ、着服中の割合を減少させる
② 医 　 療 　 費 　 の 　 適 　 正 　 化 … かかりつけ医を持ち、重複受診を30件（H26：179件→H29：149件）減らす
③ 特 定 健 康 診 査 受 診 率 の 向 上 … 自身の疾病リスクを把握するため、特定健康診査は必ず受ける習慣を身につけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   てもらい、　平成29年度の特定健康診査受診率を60％にする

計画期間は平成28年度から平成29年度の２年間です

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　

新
庄
最
上
の
新
た

　

な
ス
テ
ー
ジ
へ

新
庄
・
最
上
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

〜
圏
域
の
活
性
化
と
住
民
が
安
心
し
て

　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
圏
域
へ
〜
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　４月21日（木）、本格的な観光シーズンの到
来を前に、戸沢藩船番所にて安全運航祈願祭が
行われ、多くの関係者・来賓の方々が見守る中、
羽黒山の山伏による神事が行われました。その
後、出席者は神前に玉ぐしを奉納し、１年間の
安全運航を祈願しました。式典後には、戸沢小
学校４年生による「最上川舟唄」、戸沢村出身
の演歌歌手「佐藤盛輝」さんによる歌が披露さ
れ、会場を盛り上げていました。
　同時に、新造船「第２もがみ丸」の初お披露
目も行われました。来賓の方や戸沢村民を乗
せ、新緑を楽しみながらの約１時間、ゆったり
とした船旅を演出しました。

　
4
月
22
日
（
金
）、
村
内
教
育
関
係
者
や
地
域
住
民
、
戸
沢
小
学

校
6
年
生
の
児
童
ら
が
、
殉
難
の
碑
に
深
い
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
4
月
24
日
に
発
生
し
た
、
最
上
川
で
の
渡
し
舟
の
転
覆

事
故
か
ら
今
年
で
46
年
が
経
過
し
、
川
に
投
げ
出
さ
れ
た
児
童
を
救

い
、
殉
職
さ
れ
た
伊
藤
弘
先
生
、
小
関
正
芳
先
生
（
古
口
小
柏
沢
分

校
勤
務
、
共
に
当
時
25
歳
）
の
殉
職
を
悼
み
、
殉
難
の
碑
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
　

転覆事故から46年　殉職された2名の先生に深い祈りを

本格的な観光シーズンを前に　安全運航祈願祭 村内各保育所で入所式

神田保育所

古口保育所

山伏による神事

舟下りいってきます
戸沢保育所

角川保育所

出席者による玉ぐし奉納

戸沢小学校６年生が殉難の碑を参拝

　４月７日（木）、村内各保育所で入学式が行われ、今年度は、神田保育所へ３名、戸沢保育所へ14名、古口
保育所へ９名、角川保育所へ３名の園児が入所しました。ご入所おめでとうございます。

　
4
月
8
日
（
金
）、
戸
沢
小
学
校
に
て
、

入
学
式
が
行
わ
れ
、
29
名
の
児
童
が
新
た

に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
学
ん

で
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
4
月
8
日
（
金
）、
戸
沢
中
学
校
に
て
、

入
学
式
が
行
わ
れ
、
37
名
の
生
徒
が
新
た

な
学
び
舎
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
勉
強
と
部
活
動
の
両
立
を
図
り
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
沢
小
学
校
入
学
式

戸
沢
中
学
校
入
学
式
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雪
も
す
っ
か
り
溶
け
て
、
春
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
で
迎
え
る
初
め
て
の
春
。
山
菜

や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
季
節
の
恵
み
や
萌
え

る
緑
に
感
動
す
る
毎
日
で
す
。
花
粉
症
の

た
め
山
で
の
作
業
の
時
は
こ
う
な
り
ま
す

…
（
笑
）

〜図書室から〜 vol.36〜図書室から〜 vol.36

　
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
真
田
幸
村
入
門

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
と
な

っ
た
『
真
田
丸
』。

そ
の
真
田
家
に
つ

い
て
ゼ
ロ
か
ら
学
ん
で
み
よ
う
！

知
っ
て
ト
ク
す
る
！
年
金
の
疑
問
71

年
金
と
一
括
り
に

い
っ
て
も
、
沢

山
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
そ
の

一
つ
一
つ
の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る

一
冊
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

よ
る
変
化
も
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
！

だ
ん
な
の
た
め
の
妊
娠
出
産
読
本

妊
娠
・
出
産
は

女
性
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
！
「
知
ら

な
か
っ
た
」
で
は
な
く
、
妊
娠
し
た

時
か
ら
一
緒
に
子
育
て
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
♪

ヒ
ト
リ
コ

『
大
丈
夫
。
ほ

ど
ほ
ど
に
頑
張

る
か
ら
。』

日
都
子
は
教
師

か
ら
金
魚
殺
し
の
濡
れ
衣
を
き
せ
ら

れ
、
激
し
い
い
じ
め
に
あ
っ
た
。
そ

の
時
か
ら
、
誰
に
も
心
を
閉
ざ
し
、

「
み
ん
な
」に
関
わ
ら
な
い「
ヒ
ト
リ
コ
」

と
し
て
生
き
て
い
く
決
心
を
す
る
。

食
べ
る
の
大
好
き
！
３
歳
か
ら
の
か
ら

だ
を
作
る
お
べ
ん
と
う「

お
い
し
く
楽
し

く
食
べ
ら
れ
て
丈

夫
な
か
ら
だ
を
作

る
お
べ
ん
と
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
の
成
長
に
必
要

な
栄
養
素
が
と
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
や
身
近

な
食
材
で
効
率
よ
く
お
い
し
く
作
る

た
め
の
調
理
の
コ
ツ
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
デ
ー
タ
よ
り
）

大
出
現
！
精
霊
図
鑑

そ
の
名
の
と
お

り
、
精
霊
図
鑑

で
す
。「
妖
怪

図
鑑
」
の
製
作

者
で
も
あ
る
の
で
、「
ふ
わ
ふ
わ
か

わ
い
い
精
霊
」
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ

ん
な
精
霊
も
い
る
ん
だ

　
　
次
回
は
六
月
六
日
（
月
）

夜
七
時
か
ら
八
時
半

ま
で
図
書
室
が
開
い

て
い
ま
す
。

※
毎
月
第
一
月
曜
日

が
く
れ
よ
ん
の
日
で

す
が
、
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 く

れ
よ
ん
の
日

　４月６日（水）、老人相談員として3名の方に委嘱状が交付さ
れました。この度、任命を受けたのは、北部地区担当の佐藤征
士さん（向名高）、中部地区担当の山内義夫さん（古口）、南部
地区担当の田中岩雄さん（沢内）の３名です。
　老人相談員は、社会福祉協議会とともに、一人暮らし高齢者
の方が安心して暮らすことが出来るよう、月に４回（毎週水曜
日）のお弁当配布のほか、年３回の見守り活動を行っています。
　一人暮らし高齢者の方の安心・安全のために、今後ともよろ
しくお願いします。

そ
ば
打
ち
体
験
会
　
～
楽
し
い
、
美
味
し
い
を
み
ん
な
で
一
緒
に
～

日
　
時　

平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）　

午
後
6
時
30
分
よ
り　

　
　
　
　

※
毎
月
第
二
土
曜
日
実
施

場
　
所　

旧
角
川
中
学
校　
　
　
　

定
　
員　

先
着
約
10
名

会
　
費　

￥
１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
タ
ッ
パ
ー
（
持
ち
帰
り
用
）

申
込
・
問
合
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
鈴
木
英
策　
☎
０
９
０�

９
９
５
５�

０
０
３
０

一人暮らし高齢者の安心のために

　４月15日（金）、多くの関係者や戸沢中学校生徒らが見守
る中、「株式会社 我妻組」により、除雪ステーションの曳家
工事が施工されました。
　曳家工事とは、建築物をそのままの状態で移動する建築工
事のことをいい、処分される材料等の廃棄物の減量化が図れ、
環境に配慮した工法として注目されています。
　本工事は、冬季交通の充実のために、除雪車２台分の増設
を含めた除雪ステーション移築計画の中で行われ、除雪ステ
ーションの移動は５月上旬頃、全工事の完了は７月下旬を予
定しています。　

除雪ステーション曳家工事見学会

　

4
月
9
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
に
て
、

「
平
成
28
年
度
戸
沢
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

合
同
結
団
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
6
団
体
約
100
名
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
が
参
加
し
、
各
少
年
団
の
代
表

が
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

　

結
団
式
後
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
に
は

高
橋
聖
秀
さ
ん
に
よ
る
「
ス
ト
レ
ッ
チ
講

習
会
」
が
、
指
導
者
や
保
護
者
に
は
小
野

弘
志
さ
ん
に
よ
る
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
講
演

会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度　

戸
沢
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
結
団
式

　行政相談委員は、役所の業務に関する苦情、要望、意見等の相談を住民の皆様から受け付け、
相手機関との間に立って、相手機関の自主的な改善が促されるよう働きかける仕事をしています。

定例相談日程（心配ごと相談と一緒に開設）

日　　時　５月19日、７月21日、９月15日、11月17日、１月19日、３月16日　※すべて第３木曜日です
場　　所　戸沢村役場１階住民相談室　
時　　間　午前９時30分～午前11時30分
相 談 員　荒川　喜一 さん【岩清水】
問合せ先　総務省山形行政評価事務所　☎023-632-3113
　　　　　戸沢村住民税務課行政相談担当　☎72-2326（内線112・113）

「困ったら　一人で悩まず　行政相談」

少
し
ず
つ
自
分
で
も
野
菜
を
育
て
た
り
し

た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
い
ろ
い
ろ
勉
強
が
必
要
そ
う
で
す
…
。

年
明
け
か

ら
開
催
し

て
い
る
そ

ば
打
ち
体

験
会
も
好

評
に
つ
き

毎
月
第
２

土
曜
日
に

継
続
し
て

実
施
し
て

い
ま
す
の

で
多
く
の

方
に
来
て

い
た
だ
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、

ご
気
軽
に

ご
参
加
く

だ
さ
い
。

地域おこし協力隊

鈴 木 英 策さん
（神奈川県出身）

地域おこ
し

協力隊

奮闘記V
ol.5

新
刊
紹
介
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税
金
や
各
使
用
料
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
金

融
機
関
へ
出
か
け
る
手
間
や
納
め
忘
れ

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度

よ
り
、
口
座
振
替
で
き
る
税
金
・
使
用

料
、
納
付
で
き
る
金
融
機
関
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
金
融
機
関
に
口
座
振
替
依
頼
書
を

備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
通
帳
・
印

鑑
・
税
額
通
知
書
等
を
持
参
し
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
手
続
き
の
翌
月
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。
申
込
み
月
が
納
期
限

の
税
金
・
使
用
料
は
納
付
書
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

納付可能な金融機関

山
形
も
が
み
農
協

山

形

銀

行

荘

内

銀

行

き

ら

や

か

銀

行

新

庄

信

用

金

庫

東

北

労

働

金

庫

北

郡

信

用

組

合

ゆ

う

ち

ょ

銀

行

（本庁舎・中央診療所）
課　　名 直通電話 係　　名 配　　置

総務課
　課　　長　前田　公平
　副 主 幹　荒川　知也
　課長補佐　鈴木　広幸

７２−２１１７

総務係 髙橋　俊子　　長澤　佑太　　加藤　優矢

政策調整係 大宮修太郎　　矢口　　修　　畠山　伸晃
齋藤　康隆　　荒川　　純　　安食　利夫

総務課付 木村　新悦　　安食　洋志

議会事務局
　事務局長　佐藤　雄次

７２−２１１３

危機対策課
　課　　長　門脇　忠夫  
　副 主 幹　庄司　紀子
　課長補佐　今井　　徹

７２−２１５２
防災保護係 川又　俊介

情報交通係 樋渡　　哲

住民税務課
　課　　長　青柳　　直
　副 主 幹　進藤　成人

７２−２３２６
住民生活係 秋保　直人　　秋保沙由理　　田中　貴弘

税務係 小林　直樹　　田中　美代　　荒川　　悠
荒川　育美

健康福祉課
　課　　長　齊藤　喜一
　課長補佐　斉藤　清勝
　課長補佐　甲州　明彦

７２−２３６４

医療介護係 八鍬　千草　　横山　　愛

健康推進係 藤山　海咲　　吉田　美里　　荒木　　勝

福祉係 横田　潤平　　齋藤　郁恵

３２−０６６１ 地域包括支援センター 村上万里子　　小沼　美紀

２９−６１１１ 最上地区広域連合派遣 西田　　剛

７２−３５５１ 戸沢保育所 進藤恵美子　　阿部　志織　　国分智絵美

７２−２６０１ 古口保育所 高橋　則子　　田中恵里香

７２−２２３３ 角川保育所 羽賀江美子　　斉藤　美穂

７２−２６０２ 神田保育所 横田　一枝　　高橋　　恵

中央診療所
　医　　長　渡邊　孝弘

７２−３３６３ 医事係 田中　一男　　安食　葉子　　菊地　順子
石塚　美季　　荒川美津子

産業振興課
　課　　長　阿部　和雄 
　副 主 幹　佐藤　真吾
　課長補佐　庄司　欣哉

７２−２５２７
農政係 市川　泰博　　齋藤　祥太　　八鍬　美郷

田中　雄稀

地域づくり推進係 清水利枝子　　須田　征士　　佐藤　康平
矢作　　彰

建設水道課
　課　　長　八鍬　　晃
　課長補佐　横田　和夫
　課長補佐　佐藤　　浩

７２−２５４７
建設係 安食　道明　　安食　豊彦　　山科　竜也

水道・下水道係 高橋　幸喜　　髙橋　一典

出納室
　会計管理者　青柳　雄一

７２−２３１４ 出納係 峰本　栄子

（中央公民館）
教育委員会
　教 育 長　小野　和夫
共育課
　課　　長　富樫　政彦
　副 主 幹　秋保三保子
　副 主 幹　西嶋　　洋

７２−３２４２ 学校教育係　 阿部　浩樹　　渡辺　牧恵　　田中　和彦

７２−２３０４ 社会教育・体育係 野口　勝幸　　安食　　守　　佐藤　久美

７２−２５０２ 戸沢小学校　 星川　和也　　高橋　裕美　　中島　美鈴

７２−２５０６ 戸沢中学校　 中鉢　勝宏　　菊地　説子　　斉藤　陽子
田中恵美子

平
成
28
年
度
　
職
員
配
置
図

住
民
税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

平成28年度月別納税表

納
付
期
限
ま
で
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
　
納
付
に
つ
い
て
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す

月 税　　目 期　別 納　　　　　期

５  月
軽 自 動 車 税 全 　 期

　５月１６日〜　５月３１日
固 定 資 産 税 第 1 期

６  月
村 ・ 県 民 税 第 1 期

　６月１６日〜　６月３０日
固 定 資 産 税 第 2 期

７  月
村 ・ 県 民 税 第 2 期

　７月１６日〜　８月  １日
国民健康保険料 第 1 期

８  月 国民健康保険料 第 2 期 　８月１６日〜　８月３１日

９  月
固 定 資 産 税 第 3 期

　９月１６日〜　９月３０日
国民健康保険料 第 3 期

10  月
村 ・ 県 民 税 第 3 期

１０月１６日〜１０月３１日
国民健康保険料 第 4 期

11  月
固 定 資 産 税 第 4 期

１１月１６日〜１１月３０日
国民健康保険料 第 5 期

12  月
村 ・ 県 民 税 第 4 期 １２月１０日〜１２月２８日
国民健康保険料 第 6 期 １２月１６日〜１２月２８日

１  月 国民健康保険料 第 7 期 　１月１６日〜　１月３１日
２  月 国民健康保険料 第 8 期 　２月１６日〜　２月２８日
※口座振替は毎月25日です。（土日祭日の場合は翌日の振替となります）

（水道料金下水道使用料は再振替は行いません）

口座振替可能な税金・使用料

村
税
（
村
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
）

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保

育

料

水
道
料
金
下
水
道
使
用
料

村
営
住
宅
使
用
料

　　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
も
の
は
、
申
請
に
よ
り
本

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
所
定
の

減
免
申
請
書
に
関
係
資
料
を
添
付
し
て
、

住
民
税
務
課
税
務
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
税
の
自
動
車
税
と
重
複
で

の
免
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
軽

自
動
車
の
ほ
か
に
乗
用
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
県
税
の
自
動
車
税
の
減
免
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

減免申請に
必要な書類

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
写
し

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

口
座
振
替
が
変
わ
り
ま
し
た

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

お
問
合
せ
先

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
７
２

−

２
３
２
６
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戸
沢
村
に
も
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
桜
が
咲
き
、
過

ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
今
年
は

桜
が
き
れ
い
に
咲
き
、
花

見
を
楽
し
ん
だ
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
は
、
船
番
所
で
行

わ
れ
た
「
安
全
運
航
祈
願

祭
」
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
祈
願
祭
は
、
最

上
川
舟
下
り
の
一
年
間
の

安
全
を
祈
願
し
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
か
ら
新

た
に
運
航
が
開
始
さ
れ
た

新
造
船
の
お
披
露
目
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
中

に
入
っ
て
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
紅

花
色
を
基
調
と
し
、
内
装

は
大
江
戸
風
と
い
う
こ
と

で
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た

造
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

冷
暖
房
完
備
で
夏
も
冬
も

快
適
に
舟
下
り
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
舟
下
り
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
49

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
49

※フッ素塗布は対象外の方も受診可。（保育所年長まで）

　「
春
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公

開
」
の
お
知
ら
せ

　
○
日
時　
5
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
13
日
（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
15
分

○
場
所　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
春
の
星
座
・
お
と
め
座
物
語

等

○
申
込
方
法　
4
月
28
日
（
木
）
よ
り

　
　
　
　

電
話
受
付

　
　
　
　
（
☎
３
２�

１
８
８
８
）

○
定
員　
各
回
と
も
40
名
（
先
着
順
）

○
問
合
せ
先　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３
３�

３
２�

１
８
８
８

※
入
場
無
料
。

※
年
中
児
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
可
。

　「
山
形
県
看
護
協
会 

健
康
ま
つ
り
」

の
お
知
ら
せ

　
○
日
時　
平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

○
場
所　
山
形
県
看
護
協
会
会
館

○
内
容　
1
日
ま
ち
の
保
健
室
・
幼
児

の
絵
画
展
・
講
話
等

○
参
加
費　
無
料

○
問
合
せ
先　

山
形
県
看
護
協
会

　
　
　

☎
０
２
３�

６
８
５�

８
０
３
３

　「
裁
判
所
見
学
会
」
の
お
知
ら
せ

　
○
日
時　
5
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
10
分
～
15
時
30
分

○
場
所　
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新

庄
支
部
、
新
庄
簡
易
裁
判
所

○
内
容　
裁
判
手
続
き
及
び
裁
判
員
制

度
の
説
明
並
び
に
裁
判
広
報

ビ
デ
オ
視
聴
等

○
定
員　
い
ず
れ
も
20
名
（
予
約
受
付

順
）

○
申
込
方
法　
5
月
13
日
ま
で
に
電
話

予
約

○
申
込
・
問
合
せ
先

　

山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
３
３�

２
２�

０
２
６
５

　「
平
成
28
年
度
山
形
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
お
知
ら
せ

　
○
日
時　
6
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

○
場
所　
遊
学
館
ホ
ー
ル

○
内
容　
鼎
談
・
講
座
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

○
定
員　
３
０
０
名
（
先
着
順
）

○
受
講
料　
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

○
申
込
締
切　
6
月
4
日
（
土
）

○
申
込
・
問
合
せ
先

　
　
　

〒
９
９
０�

０
０
４
１　

山
形

　
　
　

市
緑
町
1 �

2 �

36　

山
形
県
生

　
　
　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
５�

６
４
１
１

　
　
　

FAX
０
２
３�

６
２
５�

６
４
１
５

　「
第
10
回
ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
お
知
ら
せ

　
○
日
時　
6
月
4
日（
土
）10
時
～
15
時

○
場
所　
１
Ｆ　

ゆ
め
り
あ
大
廊
下

○
内
容　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
・
食
品

の
出
店
は
事
前
に
保
健
所
の

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
場

所
で
製
造
さ
れ
た
物
の
み
と

な
り
ま
す
。
現
場
調
理
は
で

き
ま
せ
ん
。

○
出
店
料　
￥
５
０
０

○
出
店
者　
15
店
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

5
月
20
日
9
時
よ
り
電

話
受
付
開
始

○
申
込
・
問
合
せ
先

　

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
り
あ

　

☎
０
２
３
３�

２
８�

８
８
８
８

　「
認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」
の

お
知
ら
せ

　
○
日
時　
平
成
28
年
6
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

○
場
所　
戸
沢
村
中
央
公
民
館

○
内
容　

認
知
症
予
防
の
食
事(

調
理

実
習)

と
楽
し
く
で
き
る
認

知
症
予
防
体
操

○
対
象
者　
認
知
症
に
興
味
の
あ
る
方

20
名

○
参
加
費　
５
０
０
円

○
申
込
締
切　
5
月
25
日
（
水
）

○
申
込
・
問
合
せ
先

　
　
　

ま
ご
こ
ろ
荘　

担
当
・
三
浦

　
　
　

☎
０
２
３
３�

３
４�

７
０
１
１

　男女共同参画に関する基本的な知識と考え方を身につけ、地域社会の問題解決に向けて行動できる女性の育成を目指す
ものです。ぜひ、みなさんでご参加ください。
　日　時　第１回　６月４日（土）　　第２回　６月18日（土）　　第３回　７月２日（土）
　　　　第４回　７月16日（土）、17日（日）　　第５回　７月30日（土）
場　所　新庄市民プラザ　（第１、２、３、５回）　　シェーネスハイム金山　（第４回）
対　象　地域で活動している女性、またはこれから活動したい女性　25名
受講料　3,000円（第４回の宿泊研修時の宿泊代等は受講者負担）無料託児あり
申込・問合せ先　山形県男女共同参画センター　チェリア　　☎023-629-7751   FAX 023-629-7752

「チェリア塾基本コース i n最上」開催のお知らせ

　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税務担当課、コンビ
ニエンスストアのほか、インターネットを利用してクレジット
カードでも納めることができます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。

お問合せ　県最上総合支庁税務課　☎29-1229

●募集講座　
【専門講座】

　ネギ栽培講座、りんどう「ハイネスシリ
ーズ」の栽培講座、くだものづくり講座、
乳牛・肉牛飼養管理講座、これから始める
農産加工起業講座、水稲栽培技術基礎講座、
パソコン簿記実践講座の7講座を開設しま
す。
【共通講座】　土づくり講座を開設します。
　　　　　　　※共通講座のみの応募は出来
　　　　　　　　ませんのでご注意ください。
●対 象 者　農業技術を習得し、農業経営改
　　　　　　善を実践しようとする農業者
●申し込み　平成28年５月20日（金）までに
　　　　　　お申し込みください。
●申込み・問合せ先
　　　最上総合支庁農業技術普及課（佐藤）
　　　　☎29-1331

　６月１日～ 10日は、「電波利用環境保護周知啓発強化期間」
です。電波は、ルールを守って正しく使いましょう。電波の混
信・妨害についてのお問い合わせは、総務省東北総合通信局

（相談電話 022-221-0641）まで

試験日時　平成28年10月8日（土）
　　　　　13時30分から15時30分
場　　所　山形県庁
願書配布場所　各保健所生活衛生課（室）
願書受付期間　平成28年６月15日
　　　　　　　～平成28年６月30日
　　　　　　　　（閉庁日を除く）
申込方法　最寄りの保健所生活衛生課（室）
　　　　　まで願書を持参
問合せ先　県食品安全衛生課食品衛生企画担
　　　　　当　☎023-630-2621

健康カレンダー（５月）

日程 内容 場所 時間

9日 健康相談・結果報告会
畑ヶ公民館 AM9:30〜
中沢公民館 PM1:30〜

10日 母親教室・母子手帳交付 保健センター PM1:30〜

11日

1歳児歯科健診
平成27年2月〜 4月生

保健センター PM0:45〜
2歳児歯科健診
平成26年2月〜 4月生
フッ素塗布（無料）
平成26年5月〜 7月生
平成26年11月〜平成27年1月生

12日 人間ドック 最上検診センター AM7:00〜

17日
人間ドック 最上検診センター AM7:00〜

健康相談・結果報告会
真柄公民館 AM9:30〜
滝ノ下公民館 PM1:30〜

20日 総合健診 角川改善センター AM7:00〜

27日

3・4 ヶ月児健診
平成28年1・2月生

保健センター PM0:45〜
9 〜 10 ヶ月児健診
平成27年7・8月生

平成28年度自動車税（県税）の納税について

自動車税の納期限は５月31日（火）です
農業経営実践講座生の募集

総務省からのお知らせ

平成28年度山形県調理師試験

募集種目 募集資格 募集人員 受付〆切 試験日 合格発表
自衛官候補生

（陸海空：男子）
18歳以上、　　
　27歳未満 若干名 6月3日（金） 6月11日（土） 6月24日（金）

○お問合せ先：「新庄地域事務所」☎0233–22–5057

自 衛 官 等 募 集
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村の人口と世帯
（3月末現在） 4,925人（ー33人）〈男2,359人（ー12人）、女2,566人（ー21人）〉1,654世帯（ー2世帯）※（  ）内の数値は、2月末との比較

表紙のことば
　表紙は、最上川舟下りの
安全運航祈願祭の様子です。
今回の祈願祭で新造船「第
２もがみ丸」がお披露目さ
れました。紅花色を基調とし
ており、大江戸風の豪華絢
爛な内装となっています。
第２もがみ丸は、現在、予
約運航のみとなっています。

荒川　育美さん
いくみ

　今年度より住民税務課税務係で勤務させて頂くこと
となりました荒川育美です。昨年度までは県外の大学
へ通っていました。村民の皆様と関わる機会が多いと
思うので、1日でも早く新しい環境に慣れ、頼られる
職員をめざして頑張ります。よろしくお願い致します。

　今年から産業振興課に勤務させていただくことにな
りました矢作彰です。昨年まで共育課の臨時職員とし
て勤務させていただきました。これから地域の方々と
接する機会が多くなると思いますが、中央公民館でじ
いちゃん、ばあちゃん達に鍛えてもらったことを生か
して、より一層頑張っていきたいと思いますのでよろ
しくお願い致します。

　今年度より共育課の技能員として働くことになりま
した田中和彦です。現在新庄市に住んでいますが、実
家は角川地区の勝地地区にあります。19年間新庄市
の民間企業で働いていましたが、縁があって出身の戸
沢村で働かせて頂くこととなり嬉しく思っています。
1日でも早く仕事に慣れ信頼される職員となれるよう
日々努力していきますので、よろしくお願い致します。

　今年度より産業振興課農政係で勤務することになり
ました田中雄稀です。農村には目では確認しにくい地
域資源や魅力的な面が個々の集落にあり、それらは地
域の活性化に欠かせない部分だと考えます。全国的に
も集落の営みが減りつつあるなかで、個々の集落の維
持と活性化を果たす村づくりに貢献していきたいです。
よろしくお願い致します。

　今年度より健康福祉課で保健師として勤務させていた
だくことになりました、吉田美里です。大石田町出身です
が、縁があって戸沢村で働かせていただくことになり、嬉
しく思っています。昨年3月までの3年間、県外の病院で
婦人科・乳腺外科・整形外科の病棟で看護師として働い
ていました。住民の皆さんが健康に暮らせる村づくりに貢
献できるよう頑張りますので、よろしくお願いいたします。

○住民税務課
○向名高

○産業振興課
○真柄

○共育課　技能員
○新庄市

○産業振興課
○勝地

○健康福祉課　保健師
○大石田町

矢作　 彰 さん
あきら

田中　和彦さん
かずひこ

田中　雄稀さん
ゆうき

吉田　美里さん
みさと

村民の皆さん
よろしくお願い

します！

今年度の新規採用職員

を紹介します

今年度の新規採用職員

を紹介します
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